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例年行っている探究科海外研修は、新型コロナウィルス感染症拡大のため中止とし、代わりに12月8日(水)～12月10日(金)の日程で校内
及びつくばでの研修を実施しました。８日の校内研修は、下記の内容で実施しました。
◎基調講演 「ルワンダの悲劇から学んだこと～命の尊さ、教育と平和の大切さ、国際貢献活動」

永遠瑠（とわり）マリールイズ 氏（ルワンダの教育を考える会）
◎理数探究科 台湾附中とのオンライン国際交流
◎国際探究科 マレーシアの高校Sekolah Tun Fatimah(STF)とのオンライン国際交流（12月15日に実施）
◎OB・OGによる先輩との交流
【国際探究科】宮嶌 浩聡氏（株式会社ナウエル） 土屋 智氏（三菱商事）

宮嶌 智子氏（Hotel Noum OSAKA代表取締役） 井上 尚人氏（株式会社エル・ティー・エス）
【理数探究科】小池 良典氏（JR東海） 羽生田 光志氏（ハウス食品グループ本社株式会社）

紺野 大地氏（東京大学大学院医学系研究科老年病学教室 医師） 大木 優氏（株式会社Tech Bowl）
土屋 圭氏（セバノ株式会社 取締役 最高技術責任者 (CTO)）

ルワンダの悲劇から学ぶ教育の貴重さと重要性
2年 女子

今回の基調講演で、永遠瑠マリールイズさんの実体験から今までには考えたこともない
ような教育の大切さ、貴重さについて深く考えることが出来ました。私が最も印象深く感
じたことは、マリールイズさんのお母さんは文字の読み書きが出来ないということでした。
教育を受けられない人が世界には沢山いるということは知っていましたが、子供だけでな
く大人の方も教育を受けられなかったせいで現在も沢山の苦労をしていると考えると心が
痛みました。私は今回の話を聞くまで、学校で習ったことは将来本当に役に立つのだろう
かと考えたことが何度もあります。しかしマリールイズさんのように一生懸命勉強するこ
とで、今目に見える結果が出なくとも、いつか必ず自分や周りの誰かの役に立つんだと気
付かされました。私達が毎日学校に行けることや、文字の読み書きが出来ることは決して
当たり前のことでは無いので、教育を不自由なく受けられるこの環境に感謝し、自分達の
学びを世界中の子供達のために役立てられるように日々の勉強を頑張っていきたいです。

オンライン国際交流を終えて
2年 男子

先日12月8日の探究科国際交流研修で台湾師範大学附属高級中学の生徒とオンライン国際交
流がありました。以前にも交流をしたことがあり、今回は２回目の交流でした。私たちは前回
の反省を生かして交流が円滑に進むように準備をしました。特に、私たちが行っているSSRの
研究内容が伝わるように英語に起こしてプレゼン形式で発表できるようにしました。ただ、い
ざ本番になると想定通りにならないこともありました。相手にうまく伝わらず言い換えの表現
をするときや、質問に答えるときなどうまく英語にできないことがあったので反省材料にした
いと思います。
また、台湾の生徒の研究も英語で伝えてもらいました。電池と磁石を用いた運動についての

研究発表でとても興味深かったし、質問もできたので良かったです。このような交流はもう一
度あるようなのでそれまでに今回の交流での反省をもとに準備したいです。

「先輩との交流」を通じて
2年 女子

探究科研修の初日、興譲館卒業の先輩方と交流させていただきました。先輩方のお話はと
ても興味深く、将来を決める上で参考になるお言葉ばかりでした。
私は、小池良典さんと大木優さんのお話を聞かせて頂きました。おふたりとも仕事に対する
情熱や大学、職業選択アトバイスなどお話ししていただき、深く考えさせられました。小池さ
んはスタートがとても大切とおっしゃっていました。私はこのことから何事も受け身で待って
いるのではなく主体的に行くことが大切なんだと思いました。また、大木さんがお話の中で情
報を自分で取捨選択することが大切であり、正しい情報を手に入れ、自分が損をしないために
まずは知識を手に入れることが重要であるとおしゃっていました。おふたりとも共通しておっ
しゃていたのは自分から行動することが大切と言うことでした。これらのことを高校生のうち
に身に付けたいと思います。
先輩との交流を通じて、改めて興譲館の長い歴史と素晴らしい先輩方がいることを身をもっ
て感じることが出来ました！今後、先輩方から学んだことを活かしてがんばっていきたいと思
います。


